
平成 27 年度 事業計画 

自 平成 27 年 4 月  1 日 
至 平成 28 年 3 月 31 日 

 
１．平成 27 年度定時社員総会（通算 38 回） 
 平成 27 年 6 月 26 日（金）公益社団法人地盤工学会において，平成 26 年度事業報告およ

び収支決算報告，平成 27 年度事業計画および収支予算についての報告を行う． 
 
２．理事会 
 理事会を 2 回以上開催し，会務運営上の諸事項を決定する．必要に応じて書面会議を開

催する． 
 
３．常任理事会 
 常任理事会を 3 回以上開催し，会員サービス，会計業務および NG 事業（国内シンポジ

ウム，国際シンポジウム・国際会議の支援，創造的提案事業，表彰・奨励制度等）につい

ての会務運営上の重要事項を審議する．必要に応じて三役調整会議を実施し，会務運営事

項の整理を行う． 
 
４．専門幹事会 
 会務運営に関する計画立案ならびに事務処理を行う．なお，活動に関しては，理事会ま

たは常任理事会において議論する． 
 
５．ISRM 事業への参加・協力 
 ・清水 VP のサポート  
 ・ISRM Council meeting および Asian Council meeting への協力・参加 
 
６．アジア諸国を中心とした国際交流 
 国内シンポジウム等における講演会の開催などを行う． 
 
７．常設委員会 
(1)編集委員会 

1) 「岩の力学ニュース No.116～119」の編集および発行 
2) RockNet 委員会への定期的情報提供 
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(2)国際技術委員会 
1) 岩盤工学に関する国内技術の国際基準化と広報に関する支援 

  ・地盤工学会基準など国内の英文基準の広報に関する支援 

2) 国際会議の支援 

 ・ISRM Congress 2015 の運営に関する支援 

3) ISRM の Commission への積極的参加についての支援 

  ・WG on SM for AE Laboratory Method の国内 SWG の活動支援 

  ・WG on SM for Dynamic Shear Tests for Rock Discontinuities（仮称）の国内 SWG の活動

支援 

  ・Upgraded SM for Discontinuity Characterization の活動支援 

4) Committee on Geo-Hazard in Asian Area（仮称）の活動の支援 

  ・国内 SWG の活動支援 

5) 若手技術者の国際プログラム参加に関する情報収集と広報支援 

6) 国際技術委員会の Web ページ作成 

7) AE サブワーキンググループ 

  ・ISRM Congress 2015 in Montreal にて作成した SM 原稿案の修正対応 

8) Geo-Hazard サブワーキンググループ 

  ・地盤・岩盤に関わる国内の災害事例の収集・整理 

  ・可視化プラットフォーム運用に向けた準備（海外向け） 

 
(3)電子ジャーナル委員会 

1)第 11 巻第 1 号（2015 年 1 月～12 月）の発刊 
2)第 12 巻の編集準備 
3)電子ジャーナル冊子体（賛助会員向け）の発刊 

 
(4)RockNet 委員会 

1) Rock Net Japan の運用 
  ・昨年度の RockNet の HP の大幅更新に続き，HP の構成をより見やすくし，各コン

テンツへのアクセスを容易にするための改良を進める．また，岩の力学ニュースの

アップロードの他，コンテンツの充実に努める． 
  ・委員会ページについては，各委員会で議事録その他をアップロード出来るような環

境を提供する．また，メインテナンスも引き続き行う． 
2) Rock Net Mail の配信 

  ・引き続き Rock Net Mail の配信を続ける．配信担当は二人体制とし，お互いに保管

しながら短時間での配信をめざす． 
3) 電子ジャーナルへのプラットフォームの提供 
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4) ISRM との連携について 
  ・JSRM 会員の新規入会，所属変更等の情報を速やかに ISRM 本部に連絡し，会員が

ISRM の HP に容易にアクセスできるようにする． 
 
(5)岩の力学連合会賞選考委員会 

1)連合会賞「論文賞」，「技術賞」，「フロンティア賞」の募集 
2)推薦業績の審査 
3)連合会賞の決定 

 
(6)総務委員会 

1)会計・労務 WG 
 ・会計，労務管理 
 ・予算案の作成 
 ・理事会，常任理事会の運営 
 ・三役調整会議の規約の整備，運営 
2)企画 WG 
 ・規則・規定類の整備 
 ・理事会，常任理事会からの指示事項の検討 
3)海外連絡 WG 
 ・ISRM 本部および海外との連絡業務 
 ・国際シンポジウム案内等の Rock Net Mail 発信 
 ・アジア諸国との国際交流の計画策定および実施 

 
８．特別委員会 
(1)将来構想委員会 

1) 10 年間の総括 
2) 連合会の幹となる活動の検討 
3) 今後の取り組み（組織基盤の充実，国内・国際活動の充実，新たな活動）の検討 

 
９．その他 
(1)各学会開催行事などの共催・後援 
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